











とんど解明されておらず，結晶形のコントロールは未だに難しい問題である 2)。  
分子間水素結合は分子間の結合形成に高い指向性を有するために，結晶構造のコントロールにお







本研究では H3bhmp のオキシドバナジウム四核錯体について, これまでのものと同じ条件および異
なる合成条件で結晶化を試み，この系の結晶多形について新たな知見を得ることを目的として研究を
行った 4, 5)。 
 

















L : M solvent 
reaction and crystalized 
temperature 
1 2 : 1 1,4-dioxane+MeOH r. t. 
1’ 1 : 1 1,4-dioxane+MeOH r. t. 
2 1 : 1 EtOH r. t. 
2’ 1 : 2 EtOH r. t. 
3 2 : 1 1,4-dioxane+MeOH 0℃ 
4 2 : 1 1,4-dioxane+MeOH 0℃ 
 
と，溶媒を含む錯体 1’，錯体 2’が生成した。錯体 1’は結晶溶媒として，1,4-ジオキサン，錯体 2’は水
分子が入っていた。これらの錯体 1’および錯体 2’は隣接する 3つの錯体と水素結合を形成しているこ
とにより，二次元の構造を形成していた。これらは類似の結晶構造を有しているが，溶媒の影響により錯
体 1’は kagomé格子，錯体 2’は bounce格子になっていた。錯体 1’および錯体 2’については，結
晶構造中に空隙が見られたため，窒素吸着を測定した。錯体 1’は吸着特性が見られなかったが，錯体
2’は IUPAC 分類において II 型に分類される吸着が見られることがわかった。一方，錯体 1 の合成お
よび結晶化の際の温度を 0 ℃にすることにより，三次元の水素結合を有する錯体 3 が生成した。この
錯体 3は，錯体 1の生成過程に存在する熱力学的に準安定な状態であると考えられる。錯体 3 と同時
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図 2  錯体の結晶構造 
 
